
11050JAK 「Facebook」はFacebookの商標です。

・名前
ツイッターは、ニックネームで登録しても
OK！実名である必要はありません。
ただし、登録した名前は公開される事に
注意してください。

・Twitterユーザー名
好きな名前を付けられます。メール
アドレスのように、あなた固有の名前と
なります。

ツイッターは、名前、ユーザー名、メール
アドレス、パスワードを登録するだけで、
すぐに、無料で使えます。

アカウント 一人に一つだけ付与される
「メールアドレス」のようなものです。
アカウント名/ユーザー名と呼ぶ事もあります。
@abcdeのように、頭に@をつけて使います。
http://twitter.com/abcde という風に
使うこともあります。

以下にご紹介するのは代表的な一例です。ご使用の携帯により表示が異なることもあります。
※登録画面のイメージは、2011年4月末時点のものです。

ここに文字を入力して、
「ツイート」します。
140文字まで、入力できます。
今思っていることを自由に
つぶやけばOK!!
簡単にできます。

ここにお友達に教えてもらった
アカウント名/ユーザー名や、
インターネット・雑誌などで
見た名前を入力して
「表示（検索）」して、
フォローしてみましょう。

● アムウェイ倫理綱領・行動規準を守りましょう。
● スポンサー活動などビジネスでの利用は禁止します。
　個人として情報を発信しましょう。
● 製品機能や薬事法にふれる発言やめましょう。
● 公序良俗に反する発言はやめましょう。

● 風評や揶揄をみかけても、気にせず、あなたらしい情報を発信しましょう。
　ただし、事実と明らかに異なる場合や、企業のイメージを著しく損なう
　ようなつぶやきをみかけたら、日本アムウェイに報告してください。
● 個人攻撃のようなものを受けたら、反応せず、状況を見守りましょう。　
　度が過ぎる場合は日本アムウェイに相談しましょう。

ご注意事項

ツイッターで使う言葉

つぶやいてみる（ツイートしてみる）

友達を探す（検索する）

フォロー この人の“つぶやき”を見たい！と思ったら
「フォロー」してみましょう。

あなた お友達、著名人など

フォローする

フォロワー あなたを「フォロー」して、あなたの“つぶやき”を
見ている人を「フォローワー」と言います。

フォローされる

あなた お友達、著名人など

TwitterYouTubeFacebook

「ソーシャルメディア簡単ガイド」
日本アムウェイは、話題のソーシャルメディア「Facebook、YouTube、Twitter」に公式ページを開設しました。
ディストリビューターなど仲間同士はもちろん、今まで知り合うことのできなかったアムウェイ・ファンとも、

リアルタイムのコミュニケーションや情報交換が可能に。
いつも、どこかで、誰かと、想いやできごとを共有しながら、新しい絆を広げ、深めることができます。

いつも誰かと、つながる喜び。

ふとした思いを
つぶやく！

最新情報を
チェック！

最新情報を
キャッチ！

素敵な動画を
シェア！

仲間が増える！

「コメント」も
できる！

「いいね！」で
共感

じっくり交流
できる！

仲良しの
グループが
作れる！

動画の情報は
伝わりやすい！

TwitterTwitt

YouTubeYouT

Facebook

とっておきの
情報を発信！

写真も
投稿・チェック
できる！

情報交換
できる！

パソコンサイト … http://twitter.com/
携帯サイト ……… http://mobile.twitter.com/ または http://twtr.jp/
※iPhone／iPadは専用アプリ（無料）をApp Storeからダウンロードしてください。

Twitterに登録してみよう

日本アムウェイ 公式Twitterページ　
http://twitter.com/#!/AmwayJapan
「フォローする」をクリックするとアムウェイの情報が定期的に届きます。



Twitter

YouTube

Facebook

ソーシャルメディアでみんな何しているの？
ソーシャルメディアは、仲間同士がインターネット上で、いつでも気軽にコミュニケーションできる「場」。

たとえば、「今をつぶやく」話題のツイッターには、日本だけで約1750万人が参加しています。
お互いの日常を共有するからこそ生まれる連帯感は、ソーシャルメディア最大のメリット。

ビジネスチャンスを、広げるきっかけにもなります。

「いいね！」で
共感

「コメント」も
できる！

とっておきの
情報を発信！

写真も
投稿・チェック
できる！ RT

（リツイート）で
共有！

じっくり交流
できる！

仲良しの
グループが
作れる！

ふとした思いを
つぶやく！

最新情報を
チェック！

素敵な動画は
シェア！

企業も著名人も、垣根を越えて、世界中の
あらゆるジャンルの人たちが幅広く
参加。今していること、考えていることを
ツイート（投稿）すると、あなたに共感する
様々な人とコミュニケーションできます。
アムウェイのミーティング現場から、
伝えたい情報をすぐにツイートして
知らせることも可能に。

世界中に5億人以上のユーザーを持つ、
世界最大のSNS(ソーシャル・ネット
ワーク・サービス)。日常のできごとを
共有しながら、友達や同僚、ずっと会って
いなかった同級生などとも、交流を
深めることができます。海外や遠くに
いるグループのディストリビューターと
情報共有すれば、ビジネスも広がります。

企業や個人が投稿した動画を自由に
観られる、世界最大の動画共有コミュ
ニティ。もちろん、自分で撮った動画を
公開して世界中の人に観てもらうことも
可能。アムウェイ製品のプロモーション
動画なども、いち早くチェックできます。

ツイッターの特徴 140文字の、あなたの「今」に、みんなが共感

フェイスブックの特徴 実名制だから安心。友達と、どんどんつながる

ユーチューブの特徴 動画を観たり、投稿したり、共有できる

動画の情報は
伝わりやすい！

素敵な動画は
シェア！

最新情報を
キャッチ！

以下にご紹介するのは代表的な一例です。ご使用の携帯により表示が異なることもあります。
※登録画面のイメージは、2011年4月末時点のものです。

以下にご紹介するのは代表的な一例です。ご使用の携帯により表示が異なることもあります。
※登録画面のイメージは、2011年4月末時点のものです。

パソコンサイト … http://facebook.com/
携帯サイト ……… http://m.facebook.com/
※iPhoneは専用アプリ（無料）をApp Storeからダウンロードしてください。

パソコンサイト … http://www.youtube.com/
携帯サイト ……… 右のQRコードからアクセスYouTubeにアクセスしてみよう

Facebookに登録してみよう

・「名」「姓」
姓名をローマ字で登録します。
必ず実名を入力してください。

・メールアドレス
普段使っているメールアドレスを
入力しましょう。

・性別/生年月日
正しく登録しましょう。

・パスワード
忘れないように、メモしておくと
良いでしょう。誤って入力しない
ように注意してください。

必要な情報を入力したら、

　　　　　　　   をクリックして、
画面に表示される案内に従って
登録をしましょう。

次にログインするときはログイン
画面で、登録したメールアドレスと
パスワードを入力します。

[豆知識] 画面上部の検索は、既にお友達になっている人の検索に使います。

生活に近い情報を実名で共有するフェイスブックでは、投稿を友達のみが
見られるように設定しておくと安心して利用できます。

安全につかうために（プライバシーの設定をする）

友達を探す

ログイン後の画面の一番下の「設定」をクリック！

画面下部の入力欄に、お友達の名前(一部でもOK)を入力して、「検索」ボタンを
クリックします。お友達が見つかったら、「友達になる」をクリックして“友達申請”ください。
※お友達が申請を承認すると、相互に連絡できるようになります。

ユーチューブで見たい動画がある時は、見たい動画の名前やテーマ、アーティスト
名などで検索します。携帯電話で撮影した動画をアップロードするには、アカウント
登録をします。アカウント登録は、パソコンで行います。Googleアカウントを持って
いる場合は、Googleのユーザー名とパスワードでログインできます。

「Facebook」はFacebookの商標です。

「Facebook」はFacebookの商標です。

http://www.facebook.com/AmwayJapan

　　　　　　  をクリックするとアムウェイの情報が定期的に届きます。

日本アムウェイ 公式Facebookページ

YouTube アムウェイ公式チャンネル
「Amway Japan TV（日本アムウェイ）」
http://www.youtube.com/AmwayJapanTV
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